
マイクロ波・ミリ波を用いた
生体計測の最新動向

小特集編集にあたって
編集チームリーダー 水谷浩之

近年の少子高齢化の進行に伴い，がんなどの生活習慣
病を予防し健康寿命を高めることや，一人暮らしの高齢
者の安否などを遠隔で確認する見守りサービスへの関心
が高まっている．これらを実現するために，心拍，呼
吸，血圧，血糖値，がんの有無などの生体に関わる情報
をより簡便に取得し，また生体信号を基に高齢者の位置
や行動などを推定する技術の開発が行われている．マイ
クロ波・ミリ波技術はこれまで主に無線通信やレーダな
どで用いられてきたが，生体信号の計測についても非接
触あるいは非侵襲で行えるほか，プライバシーに配慮し
たセンシング手法として注目されている．本小特集で
は，マイクロ波・ミリ波技術を応用した生体計測の技術
動向や最新の成果を紹介する．
第 1章では，梶原昭博氏（北九州市立大学）にミリ波
センサを用いた心拍変動と連続血圧の測定技術について
紹介頂いた．ミリ波が有する高周波と広帯域性，低プラ
イバシー侵害性等を活用することで，被計測者がストレ
スを感じることなくこれらの生体信号を計測できること
が期待される．ミリ波センサの構成や，ミリ波センサを
活用したホームヘルスケアシステムについても説明頂い
た．
第 2章では，白木信之氏（岩手大学）らの研究グルー
プにMIMO レーダ技術を応用した多人数生体位置の計
測技術について紹介頂いた．送受信局を複数用いること
による位置推定の高精度化について，数式を用いて動作
原理を説明頂いたのち，屋内環境における実験結果を紹
介頂いた．本技術は，一人暮らしの高齢者の安否確認や

高齢者施設の異常検知などへの応用が期待される．
第 3章では，本間尚樹氏（岩手大学）らの研究グルー

プにマイクロ波帯を用いた心拍計測技術について紹介頂
いた．2 GHz 帯といった低マイクロ波帯を用いて心拍を
高精度に計測する場合，呼吸成分の分離が課題となる．
これに対して，擬似逆正接復調法が有効であることを，
詳細な動作原理の説明と実験結果を交えて紹介頂いた．
本技術により，例えば呼吸を止めずに自然な状態での長
時間モニタリングの実現が期待される．
第 4 章では，中村昌人氏（NTT）らの研究グループ
に，マイクロ波を用いた非侵襲なグルコースセンシング
の技術動向について紹介頂いた．本技術の基本原理，生
体内の誘電率変化を検出するデバイスから，同軸プロー
ブ法を用いたグルコースセンシングの in vivo 検証結果
まで幅広く紹介頂いた．本技術により，糖尿病患者の血
糖値コントロールや糖尿病の予兆の早期発見などへの応
用が期待される．
第 5章では，木寺正平氏（電気通信大学）にマイクロ

波を用いた乳がんスクリーニング技術について紹介頂い
た．マイクロ波による乳がん診断は安全，簡便かつ高精
度ながん診断技術として注目されており，本章では逆散
乱解析と深層学習を取り入れた誘電率再構成法につい
て，動作原理と簡易ファントムを用いた実験結果を交え
て紹介頂いた．
本小特集がマイクロ波・ミリ波技術者のみならず，他
の分野の技術者や生体計測を利用したアプリやサービス
を検討している方々との間をつなぐきっかけとなれば幸
いである．
最後に，御多忙の中，原稿を御執筆頂いた著者の皆
様，また多数の御支援を頂いた編集チームの皆様，学会
事務局の皆様に深く感謝申し上げます．
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